
















研究目的

ハイリスク児の発生原因を純医学的な問題、経済・福祉、家庭環境の問題等より総合的な

検討を加え、予防し得る要因と予防し難い要因を明確にすることが、ハイリスク児の発生

率を低下させ、後障害児の発生を減少させることになる。

本研究班の目的は、ハイリスク児の中でも後障害の発生頻度が高い新生児仮死、超未熟児

の全国ベースでの発生頻度、並びに後障害発生に関与する要因を全国調査を通じて明らか

にし、ハイリスク児の後障害予防のための施策に役立つ資料を提供することにある。

今年度は、本研究班に所属する研究協力者の施設におけるハイリスク児の発生頻度並びに

その予後調査に関する共同研究を行ない、次年度以後における全国ベースでの実態調査の

進め方について検討した。


